


安 全 と 快 適 さ を

未 来 に 向 か っ て 考 え る

わたしたちは、さまざまな建物の空調設備に対し、豊富なデータ

や経験を駆使し「より安全に、より快適に」の実現を目指しています。

独自の技術をベースとした各種ダンパは超高層ビルをはじめ、

バイオ研究施設、超クリーンルーム等に幅広く採用いただいて

おります。設計から生産、アフターサービスに至る一貫した姿勢を

貫いております。

わたしたちは、ＱＣＤを追求し、より良い製品をより安く、より早く、

お客様に提供します。

Q：品質（Quality）　 C：コスト（Cost）　 D：納期（Delivery）

わたしたちは、お客様要望に迅速かつ正確に対応し、最適な

サービスを提供します。わたしたちは、お客様要望や社会要請（環境

配慮等）にスピーディに対応し、ステイクホルダーの声にお応えします。



Contents目次

技術資料 ………………………………………………… 1

ダンパ仕様表 ………………………………………………… 2

ダンパの抵抗特性 ………………………………………………… 3

ダンパ有効開口比表・開口率表 ………………………………………………… 4

ダンパ用温度ヒューズ装置 ………………………………………………… 5

温度ヒューズ ………………………………………………… 6

風量調節ダンパ　　　　　　　　　　　　　 VD ……………………………… 7

モータダンパ MD ……………………………… 8

モータダンパ（コントロールモータ付） MVD   ………………………… 9、10

チャッキダンパ　　　　　　　 CD、CVD   ………………………… 11、12

気密型風量調節ダンパ VD、MD ……………………………… 13

高気密形風量調節ダンパ　　　　　 VD、MD ……………………………… 14

超気密ダンパ ………………………………………………… 15

防火ダンパ FD、HFD ……………………………… 16

防煙・防火ダンパ（手動復帰式） SFD ……………………………… 17

防煙・防火ダンパ（モータ復帰式） SFMD ……………………………… 18

防煙・防火ダンパ（エア式） SFAD ……………………………… 19

ガス圧式防火ダンパ（手動復帰式） PFD ……………………………… 20

ガス圧式防火ダンパ（自動復帰式） PFD ……………………………… 21

ガス圧式ダンパ（自動復帰式） PD ……………………………… 22

排煙口パネル式（手動復帰式）　 ………………………………………………… 23

排煙口パネル式（モータ復帰式） ………………………………………………… 24



排煙口の選定 ………………………………………………… 25

排煙口施工要領 ………………………………………………… 26

排煙口パネル式有効開口比表 ………………………………………………… 27

排煙口パネル式有効開口率表 ………………………………………………… 28

排煙ダンパ（手動復帰式） 
排煙・防火ダンパ（手動復帰式）

SED
SEFD ……………………………… 29

排煙ダンパ（モータ復帰式） 
排煙・防火ダンパ（モータ復帰式）

SEMD
SEMFD ……………………………… 30

排煙ダンパ、排煙・防火ダンパ　スリット付き　 ………………………………………………… 31

加圧給気ダンパ、加圧給気・防火ダンパ　 ………………………………………………… 32

給気口（常時閉鎖型、附室機械排煙用）　 …………………………………………… 33、34

排煙口開放函　 …………………………………………… 35、36

差圧ダンパ／クリーンルーム微差圧調整用 …………………………………………… 37、38

差圧調整ダンパ ………………………………………………… 39

避圧ダンパ　 RD ……………………………… 40

ハイブリッドダンパ ………………………………………………… 41

耐腐食性防火ダンパ（手動復帰式）　 FD、SFD ……………………………… 42

特殊用途ダンパ …………………………………………… 43、44

防火ダンパ自主管理制度・定期点検 ………………………………………………… 45

型式承認番号一覧表 ………………………………………………… 46

特許関連一覧表 ………………………………………………… 47

メンテナンスもお任せ下さい ………………………………………………… 48

メモ ………………………………………………… 49



1

技術資料

●平行翼は ON ー OFF（全開ー全閉）用に、対向翼は風量
調整用に使用してください。

　平行翼ダンパは、下流に偏流が起こりやすい為、ダクト
の開閉専用に使われます。

　また、防火、防煙を目的としたダンパは、閉鎖が完全に
行われる機能を最重要とし、平行翼で製作します。

　対向翼は平行翼に比べ、偏流が少なく、風量調整用とし
て使われています。

ダンパの平行翼と対向翼について

●角ダンパのアングルフランジは下表により製作します。
　※�四ボルト共板工法も製作します。

●円ダンパのアングルフランジは下表により製作します。
　※φ300 以下の場合は、鋼板製となります。

ダンパフランジ（形鋼）仕様

大 型 ダ ン パ

W＞1000の場合中間に仕切板を設けます。
（RDなどはW＞ 750）
W≧ 2400（SUS製はW≧ 2000）又は
W× H≧ 3.4m2の場合分割構造とし、
組立ては分割部をボルト・ナット締めと
します。
開閉金具の取付個数は、ダンパの大きさ
により、複数個付きます。

振 動 発 生 防 止
振動発生が予想される場合は、
軸受：ボールベアリング
羽根連結方式：外部連結とします。

屋 外 仕 様 器具は SUS製金具を使用するか、防水
カバーを設けます。

ダンパの取付場所 問　題　点
1） 送風機の吐出及び吸入近
くに

1） 耐久性及び偏流による騒
音の発生。

2）変形ダクトのすぐ下流に

2） 亜硫酸ガス、温度、じん
あい、海塩粒子による金
属腐蝕、及びじんあいに
よる不作動。また、寒冷
地における、ダンパ漏気
によるコイルの凍結。

3）分岐ダクトのすぐ下流に 3）偏流による騒音の発生。
4）分岐ダクトのすぐ上流に 4） ダンパ翼による一方の分

岐のみへの風量流入。

5）熱交換器のすぐ上流に 5） 偏流によるコイル熱効率
の低下。

6）消音エルボの下流 6）騒音の再発生。

低　静　圧 中　静　圧 高　静　圧
静圧製作 ≦ 600Pa ≦ 1200Pa ≦ 2000Pa

ケーシング板厚 t=1.6 t=1.6 t=2.3
羽 根 板 厚 t=1.6 t=1.6 t=2.3
軸 径 φ 13 φ 13 φ 15
軸 受 メ タ ル 材 スリーブ型 ボールベアリング ボールベアリング
連 結 金 具 内部連結 内部連結または外部連結 外部連結
開 閉 金 具 標準型 取付個数を増やすか高トルク型 取付個数を増やすか高トルク型

一般のダンパは特にご指示がない場合は、標準的に静圧
600Pa 以下、低速（ダクト内風速 10m/s 以下）を設定し製
作しています。
大風量・高静圧の送風機系統にダンパを設ける場合、乱流、
偏流、圧力ハンチング等が原因で、ダンパが破損すること
があります。
静圧によりダンパの耐久力が問題となるため、当社の製作
仕様は次の通りです。

［特記事項］
●低静圧であっても送風機直近等乱流による振動発生が予想される場合

には、軸受はボールベアリングを使用します。
●高速風道仕様の場合、軸受は全てボールベアリングを使用します。
●静圧区分は、ケーシングは外部大気圧差、羽根は締切り静圧差を表し

ます。
※標準外仕様については、ダンパご注文の際に必ずご指示ください。

静圧によるダンパ仕様

ダンパの取付場所による諸問題

ダクト寸法 形鋼寸法
長辺 750以下 L25× 25× 3
長辺   751～ 1500 L30× 30× 3
長辺 1501～ 2200 L40× 40× 3
長辺 2201～ L40× 40× 5

角ダクトの形鋼

径 形鋼寸法
φ 710以下 L25× 25× 3

φ 711～ φ 1000 L30× 30× 3
φ 1001～ φ 1250 L40× 40× 3

　※ �JIS 規格、国土交通省仕様

円ダクトの形鋼
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ダンパ仕様表

ダンパ 各　　部 標準仕様 要部 SUS仕様 ガルバリウム仕様※ ステンレス仕様
（SUS）

ステンレス仕様
（ALL SUS）

 VD ケーシング 溶融亜鉛
めっき鋼板

溶融亜鉛
めっき鋼板 ガルバリウム鋼板 SUS304 SUS304

羽根 溶融亜鉛
めっき鋼板

溶融亜鉛
めっき鋼板 ガルバリウム鋼板 SUS304 SUS304

シャフト (軸 ) 亜鉛めっき棒鋼 SUS304 SUS304 SUS304 SUS304

軸受 黄銅製 SUS303 SUS303 SUS303 SUS303

操作機（器） SS SS SS SS SUS304

 MD
（軸出しのみ） ケーシング 溶融亜鉛

めっき鋼板
溶融亜鉛
めっき鋼板 ガルバリウム鋼板 SUS304 SUS304

羽根 溶融亜鉛
めっき鋼板

溶融亜鉛
めっき鋼板 ガルバリウム鋼板 SUS304 SUS304

シャフト（軸） 亜鉛めっき棒鋼 SUS304 SUS304 SUS304 SUS304

軸受
黄銅製

（テフロンコーティング）
又は

ボールベアリング

SUS303
（テフロンコーティング）

又は
ボールベアリング
（SUS）

SUS303
（テフロンコーティング）

又は
ボールベアリング
（SUS）

SUS303
（テフロンコーティング）

又は
ボールベアリング
（SUS）

SUS303
（テフロンコーティング）

又は
ボールベアリング
（SUS）

CD ケーシング 溶融亜鉛
めっき鋼板

溶融亜鉛
めっき鋼板 ガルバリウム鋼板 SUS304 SUS304

羽根 溶融亜鉛
めっき鋼板

溶融亜鉛
めっき鋼板 ガルバリウム鋼板 SUS304 SUS304

シャフト（軸） 亜鉛めっき棒鋼 SUS304 SUS304 SUS304 SUS304

軸受 ボールベアリング ボールベアリング
（SUS）

ボールベアリング
（SUS）

ボールベアリング
（SUS）

ボールベアリング
（SUS）

ウエイト（CD） SS SS SS SS SUS304

FD、HFD ケーシング 溶融亜鉛
めっき鋼板

溶融亜鉛
めっき鋼板 ガルバリウム鋼板 SUS304 SUS304

羽根 溶融亜鉛
めっき鋼板

溶融亜鉛
めっき鋼板 ガルバリウム鋼板 SUS304 SUS304

シャフト（軸） 亜鉛めっき棒鋼 SUS304 SUS304 SUS304 SUS304

軸受 黄銅製 SUS303 SUS303 SUS303 SUS303

連結金具 亜鉛めっき鋼板 SUS304 SUS304 SUS304 SUS304

操作機（器） SS SS SS SS SUS304

SFD、PFD ケーシング 溶融亜鉛
めっき鋼板

溶融亜鉛
めっき鋼板 ガルバリウム鋼板 SUS304 SUS304

羽根 溶融亜鉛
めっき鋼板

溶融亜鉛
めっき鋼板 ガルバリウム鋼板 SUS304 SUS304

シャフト（軸） 亜鉛めっき棒鋼 SUS304 SUS304 SUS304 SUS304

軸受 黄銅製 SUS303 SUS303 SUS303 SUS303

連結金具 亜鉛めっき鋼板 SUS304 SUS304 SUS304 SUS304

操作機（器） SS SS SS SS SS

※ガルバリウム仕様：エポキシ塗装を施してます。※防水カバー付も対応します。
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ダンパの抵抗特性

下表は、当社の W500 × H500、2 枚羽根、対向翼、平行翼ダンパの実験データです。

各種サイズのダンパの全圧・圧力損失は、下記の通り有効開口比  からの全圧抵抗係数により、計算されたも 
のを概算近似値とします。

◆全圧抵抗係数

		：全圧抵抗係数

		：有効開口比　　　　  
		：ダクト断面積
	：ダンパの有効断面積

◆全圧・圧力損失

  	：比重  ＝  	
   ：密度〔1.2kg/m3〕
 	 ：重力の加速度〔9.8m/s2〕
 	 ：平均風速〔m/s〕

取付条件（ダクト中間）

●対向翼ダンパ

角 度 90 80 70 60 50 40 30 20 10 0
動 圧 （ P a ） 60.02 56.19 48.05 39.03 29.62 19.42 10.98 0.39 0.78 0
圧 損 （ P a ） 40.4 80 70 219.96 312.64 341.76 369.22 366.28 358.92 349.60
抵 抗 係 数 0.68 1.10 2.70 7.00 20 48 100 233 458 ∞

●平行翼ダンパ

角 度 90 80 70 60 50 40 30 20 10 0
動 圧 （ P a ） 60.02 56.19 48.05 39.03 29.62 19.42 10.98 3.92 0.98 0
圧 損 （ P a ） 42.17 59.04 98.26 156.42 229.97 294.69 343.04 368.24 367.75 356.96
抵 抗 係 数 0.70 1.05 2.04 4.01 7.76 15.18 31.23 93.88 375 ∞
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●ダンパ　有効開口率表

ダンパ有効開口比表・開口率表

●ダンパ　有効開口比表
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◆重・耐腐食用温度ヒューズ装置　DF-03

ダンパ用温度ヒューズ装置

◆耐腐食用温度ヒューズ装置　DF-01G

◆外部気密用温度ヒューズ装置　DF-01D

◆標準温度ヒューズ装置　DF-01A

◆形状記憶合金式装置　DF-04

22

22

22

φ5

φ5

φ5

φ6

φ5

20

20

20

（
2
5
.4

）
（

2
5
.4

）
（

2
5
.4

）

149±1

149±1

148.5

168

152

122±1

122±1

123.5

1
8

1
8

1
8

フッ素ゴム　Oリング

フッ素ゴム　Oリング

フッ素ゴム　Oリング

11

φ
2
2

17.5

19.7

68

7

φ
1
4

1
2
.6

（
2
5
.4

）

22 127.8

はんだ

はんだ

形状記憶合金

ガラス球

ガラス球
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標準仕様

ヒューズ形状

温度ヒューズ

型　式 公称作動温度 シャフト ホルダー 口　金 ヒューズ
DF-01A 72℃ ステンレス 機械構造用炭素鋼鋼管 黄銅 はんだ
DF-04 72℃ ステンレス 硫黄複合快削鋼鋼材 黄銅 形状記憶合金
DF-01D 72℃ ステンレス ステンレス鋼管 ステンレス はんだ
DF-01G 72℃（60℃） ステンレス ステンレス鋼管 ステンレス ガラス球
DF-03 72℃（60℃） ステンレス ステンレス鋼管 ステンレス ガラス球

・はんだ式温度ヒューズ

温度ヒューズはんだ部分が熱で溶解することにより、シャ
フトが圧縮スプリングに押されて作動する構造となって
います。
※温度毎に色分けしています（上記写真参照）。

・形状記憶合金式温度ヒューズ

形状記憶合金製の圧縮スプリングが熱で形状変化を起こ
し、反発力が大きくなることでヒューズが作動する構造
となっています。一度ヒューズが作動しても部品交換せ
ずに再使用することができます（100℃以上の熱が加わる
場合は新品に交換してください）。

・ガラス球式温度ヒューズ

ガラス球内部の溶液が熱で膨張して破裂することにより、
シャフトが圧縮スプリングに押されて作動する構造と
なっています。腐蝕性雰囲気の場合にご使用ください。
※ 60℃、100℃、120℃、200℃、280℃

メンテナンス

防火ダンパ用の温度ヒューズ装置は機械式構造により作動
するもので、構成部品の経年劣化により、品質に影響を受
けます。
日本防排煙工業会が実施した温度ヒューズ試験結果によると
・竣工後 6 年目頃から機能の低下が見られます。
・温度ヒューズ装置の錆・汚れ等は、外観上で経年劣化が

判断できます。

点検方法

日本防排煙工業会が推奨する点検方法は次の通りです。

1.ダンパの手動による閉鎖が正常に作動することを確認する。
2. 自動閉鎖装置 ( 開閉器 ) が正常にセットされていること

を確認する。
3. 自動閉鎖装置から温度ヒューズ装置のねじを緩めて抜取

る。
4. 温度ヒューズ装置の先端部 ( ヒューズ取付部 ) の汚れ具

合を目視で確認する。
5. 次の事項に該当するときは温度ヒューズ装置又はヒュー

ズを速やかに交換する。
　　1) ヒューズが黒ずんでいる。
　　2) ヒューズに油脂が固着している。
　　3) ヒューズに塵埃が付着している。
　　4) ヒューズが変形している。
　　5) 温度ヒューズ装置が腐食している。
　　6) 上記以外の異常が認められるとき。
6. ダンパを閉鎖作動させた後、復帰させた場合の異常の有

無を点検し、関係部位が元の状態に戻ることを確認する。

φ
3

18

球
8.

5

温度表示
16 （12.1）

1
6

はんだ

72℃ 100℃ 120℃ 150℃ 200℃ 280℃
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［特記事項］
●ステンレス製・ガルバリウム鋼板製も製作します。
●操作機（器）（レリーズ）に関しては SUS 製もご用意してます。
●円型はフランジ型も製作します。
●標準品はダクト内静圧 600Pa 以下、風速 10m/s 以下とします。
　標準外はご相談ください。
●静圧 ＞ 600Pa の場合は、静圧のご指示により製作。
●相フランジは別途とします。

標準仕様
翼 型 対向翼
開 閉 操 作 ウォームギア方式
風 の 方 向 性 なし

標準材質
ケ ー シ ン グ 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
羽 根 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
シ ャ フ ト 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）
軸 受 メ タ ル 黄銅製
連 結 桿 （角）外部連結方式

型式　（角）N-870V
 　　（円）N-877V

風量調節ダンパ／VD

○ウォームギア方式ハンドル操作で風量調節ができます。

標準寸法 （L寸法、シャフト径）
φD〔mm〕 L〔mm〕 シャフト径〔mm〕
φ 100～ 250 250 10
φ 275～ 300 300 10
φ 300超 350 13
角型 200 13

φ 325mm 〜の場合は、メンテナンススペースは
150mm となります。

L=200

メンテナンススペース

150

VD金具
(N-DR31V型)

W

50

H

φ
D（

ダ
ク

ト
内

径
−

3
m

m
）

メンテナンススペース

130

VD金具
(N-DR34VL型)

50 50

L
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モータダンパ／MD 型式　（角）N-870M
　　　（円）N-877M

［特記事項］
●ステンレス製・ガルバリウム鋼板製等も製作します。
●円型はフランジ型も製作します。
●標準品はダクト内静圧 600Pa 以下、風速 10m/s 以下とします。
　標準外はご相談ください。
●相フランジは別途とします。
●1.5m2 にシャフト出し1 本を標準としています。

L=200 100 W

H

50

φ
D（

ダ
ク

ト
内

径
−

3
m

m
）

50 50

L

110

標準仕様

標準材質
ケ ー シ ン グ 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
羽 根 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
シ ャ フ ト 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）
軸 受 ボールベアリング又はテフロンコーティング
連 結 桿 （角）外部連結方式

開 閉 操 作 モータ（別途）※
翼 型 対向翼
風 の 方 向 性 なし
※モータ取付架台をご注文の場合は、ご指示により製作します。

φD〔mm〕 L〔mm〕 シャフト径〔mm〕
φ 100～ 250 250 10・13
φ 275～ 300 300 10・13
φ 300超 350 13
角型 200 13

円型標準寸法 （L寸法、シャフト径）
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モータダンパ／MVD（コントロールモータ付）

※上図は CM-220-150A-1 型の取付図を示します。

○コントロールモータをスイッチ、リレー接点などの信号により遠隔操作することにより、ダンパ羽根の開閉を行うことができます。

モータダンパ（コントロールモータ付仕様）
型式

定格・仕様 CM-220-150A CM-220-150AP□ CM-220-150P□

定 格 電 圧 AC24V
消 費 電 力 （ V A ） 17 22
係 止 ト ル ク（N・cm） 2200 2200
定格開閉トルク（N・cm） 1500 1500
動 作 角 度 （ 度 ） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   90  
動 作 時 間 （ s ） 70／ 60 70／ 60 70／ 60
許 容 周 囲 温 度 RH95% -10℃～ 40℃（結露、凍結等無きこと）
確 認 ス イ ッ チ ※ AC125V  3A  cosφ =0.4

制 御 方 式 二位置及び三位置制御 比例制御
（バランシングリレー別置） 

比例制御
（バランシングリレー内臓）

入 力 信 号 有電圧（AC24V） 有電圧（AC24V）

◎ポテンショメータ
　0～ 135Ω以上 2KΩ以下W・R・B
◎電圧入力　0～ 5V －側W＋側R
◎電圧入力
　1～ 5V －側W又は Z＋側R
◎電流入力
　4～ 20mA －側W又は Z＋側 R
　 設定解除、接点入力 X-R閉、

Z-R閉
※ 電圧又は電流入力の場合は、絶縁された
信号又は電源が必要

ス パ ン 調 整 ー ー 70～ 200%

補 助 ポ テ ン シ ョ ※ 無し
フィードバックポテンショ
0～ 135Ω 1ケ付（標準）

1個又は 2個取付可能

無し（標準）
1個又は 2個取付可能

ボ リ ュ ー ム 設 定 機 能※ 最大風量設定機構又は最小風量設定機構
適用ダンパ（静圧600Pa以下） 1.5m2 以下／モータ 1個
※印はオプションの為ご指定が必要です。◎印のいずれかの入力信号をご選定ください。

◎注記（設定不可領域）
ボリューム設定は、ダンパ開度を以下の範囲で設定することができます。
●最大風量設定範囲：ダンパ開度 100％〜 15％
●最小風量設定範囲：ダンパ開度　 0％〜 85％
上記範囲外での設定はできません。設定範囲外で使用した場合、誤信号の恐れがあります。

H

メンテナンススペース

コントロールモータ

240

150 150

L=300

W

（CM-220-150A-1型）
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回路図

◆二位置制御　回路図
※最小風量設定型はその都度ご指定ください。

◆比例制御（バランシングリレー内臓）　回路図
※型式の末尾 1、2 は補助ポテンショメータの数を表し、破線は各

型式の回路構成を示します。1、2 はご指定が必要です。

◆フローティング制御　回路図

◆複数モータ並行運転　回路図
複数モータに並行運転可能（廻り込み防止用リレー回路採用）

◆二位置及び三位置制御回路図
複数モータに並行運転可能（廻り込み防止用リレー回路採用）

◆バランシングリレー内臓　比例制御（2） 回路図

回路図 CM-220-150P□型を示します

回路図 CM-220-150A-1 型を示します

1　開（時計方向）
2　閉（反時計方向）
3　共通
4　開確認
5　開確認
6　閉確認
7　閉確認

開 開

CM-220-150A

閉 閉

閉

開

AC24V

共通

開閉操作器等等
（ON・OFF）開

開

CM-220-150A

閉

共通

フローティング調節器
（ON・OFF・中立）開

開 開

CM-220-150P

CM-220-150P1

開

開

AC24V

比例式調節器

フィードバック
ポテンショメータ

フィードバック
ポテンショメータ

1 1OX OX2 23 3

SX SXSX SXOX OX

AC24V

閉

閉

E

T1

B

B

R

R

W

W

E

T1

T2

T2

B1

R1

W1

バ
ラ
ン
シ
ン
グ
リ
レ
ー

バ
ラ
ン
シ
ン
グ
リ
レ
ー

　　補　助
ポテンショメータ

（左回転）閉

（左回転）閉

開（右回転）

開（右回転）

補助ポテンショメータ 1

補助ポテンショメータ 2

左回転

右回転

共　通

フィードバック
ポテンショメータ X

B

R

S

O

C

W

Z

T1

B1

W1

R2

T2

R1

B2

W2

Eアース

バ
ラ
ン
シ
ン
グ
リ
レ
ー

入
　
力

電
源

確
　
認

出
力
1

出
力
2

C
M

-2
2
0
-1

5
0
P
2

C
M

-2
2
0
-1

5
0
P1

C
M

-2
2
0
-1

5
0
P

（注）型式の末尾1、2は補助ポテンショメータの数を表し
は、各型式の回路構成を表します。

インダクションモータ



11 風速（m／s）
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20
40
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140
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180
200
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損
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（
P
a
）

型式　CD（角）N-D43C
チャッキダンパ／CD、CVD

［特記事項］
●ステンレス製・ガルバリウム鋼板製等も製作します。
●ウエイトに関しては SUS 製もご用意してます。
●標準品はダクト内静圧 600Pa 以下、風速 10m/s 以下とします。
　標準外はご相談ください。
●相フランジは別途とします。
●特に指示の無い場合は、水平取付け（横管）用として製作します。
●垂直取付け（縦管）の場合は、風が上→下又は下→上とご指示

ください。
●羽根全開時、風上側フランジ面よりウエイトが出ます。（最大約

50mm）
●水平（横菅）取付けの場合は、ウエイト上付、下付の製作不可。

標準仕様
L  寸  法 200mm
風 の 方 向 性 あり
※ H寸法 ＞ 200mmは多翼式です。
   W寸法 ＞ 750mmは両側にバランスウェイトがつきます。

標準材質
ケ ー シ ン グ 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
羽 根 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
シ ャ フ ト 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 13mm
軸 受 ボールベアリング

バランスウエイト

CD

H

100

MAX 130

L=200 W

風方向

開放

バランスウエイト

開放

○逆流防止ダンパです。

CVD

H

100

MAX 130

L=200 W

風方向

開放

バランスウエイト

開放

風
方
向

風
方
向

◆漏気量

◆チャッキグラフ

◆内部気密　漏気量

漏気量【㎥/（min・ｍ）】 漏気量【㎥/（min・ｍ）】
0.1 0.10.2 0.20.3 0.30.5 0.50.7 0.71.0 1.02.0 2.03.0 3.0

10 10

20 20

30 30

40 40
50 50

70 70

100 100

逆
圧

力
（

P
a
）

逆
圧

力
（

P
a
）
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型式　CD（円）N-D07C
  CD（円）N-D09C

［特記事項］
●ステンレス製・ガルバリウム鋼板製等も製作します。
●フランジ型も製作します。
●標準品はダクト内静圧 600Pa 以下、風速 10m/s 以下とします。
　標準外はご相談ください。
●特に指示の無い場合は、水平取付け（横管）用として製作します。
●垂直取付け（縦管）の場合は、風が上→下又は下→上とご指示く

ださい。
●水平（横菅）取付けの場合は、ウエイト上付、下付の製作不可。

φD〔mm〕 L〔mm〕
φ 100～ 200 200
φ 225～ 250 250
φ 275～ 300 300

φD〔mm〕 L〔mm〕
φ 150～ 225 250
φ 250～ 300 300
φ 325～ 400 350

○逆流防止ダンパです。

標準寸法

ケ ー シ ン グ 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
羽 根 アルミニウム板 0.8mm
シ ャ フ ト 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 8mm
軸 受 ボールベアリング

・CD（N-D07C 型）バランサ無

・CVD

標準 L寸法 350mm

ケ ー シ ン グ 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
羽 根 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
シ ャ フ ト 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 13mm
軸 受 ボールベアリング

・CD（N-D09C 型）バランサ付

・CD（N-D09C 型）バランサ付

標準材質
・CD（N-D07C 型）バランサ無

風方向

風方向

φ
D（

ダ
ク

ト
内

径
−

3
m

m
）

50 50

L

45以下

50 50φ
D（

ダ
ク

ト
内

径
−

3
m

m
）

L=350

開放
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気密型風量調節ダンパ／VD、MD

［特記事項］
●標準品はダクト内静圧 600Pa 以下、風速 10m/s 以下とします。
　標準外はご相談ください。
●内部 : 外部 : 内外気密を用途によりご指示ください。

標準仕様
L  寸  法 200・300mm
風 の 方 向 性 なし

主 材 質 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）又は電気亜
鉛めっき鋼板（SEHC）

※詳細は別途図面による。

○外気と接するOA系・EA系ダンパなどに使用し、省エネにご利用してください。

一般型、気密型ダンパの漏気量

外部気密型

内部気密型

内外部気密型

【外部気密軸受付】
● 一般のダンパでは、シャフトが外部に貫通している箇所等
に少しの隙間があります。
　この隙間をOリングにより密封します。

メンテナンススペース

150

VD金具
(N-DR31V型)

W

H

圧力差（Pa）

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.7

1.0

2.0

3.0

100 200 300 500 700 1000 2000

L=300

150 150

内部気密型ダンパ判定基
準

漏
気

量
【

㎥
/（

m
in・

ｍ
）
】

一般型ダンパ



14

高気密形風量調節ダンパ／VD、MD

一般型、気密型ダンパの漏気量

円型も製作可能です。
外部気密軸受付です。

H

圧力差（Pa）
100 200 300 500 700 1000 2000

一般型ダンパ

コントロールモータ

240150 150

L=300

W

（CM-220-150A-1型）

75

高
気

密
型

ダ
ンパ

判
定

基
準

0.03

0.04

0.05

0.07

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.7

1.0

2.0

3.0

漏
気

量
【

㎥
/（

m
in・

ｍ
）
】

メンテナンススペース

内部密型ダンパ判定基準
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超気密ダンパ

○薬品燻蒸を要する部屋に最適です。
○外部とは、特殊気密軸受により気密性を保持します。

操作器取付個数表

標準仕様
気 密 性 能 1.0× 10-3m3/（min・m）以下（200Pa時）

内外気密型
気 密 の 方 向 性 あり

主 材 電気亜鉛めっき鋼板（SEHC）
ステンレス鋼板（SUS304）

表 面 仕 上 げ エポキシ塗装（電気亜鉛めっき鋼板）

［特記事項］
●標準品はダクト内静圧 600Pa 以下、風速 10m/s 以下とします。
　標準外はご相談ください。
●最小製作寸法 200（W）× 200（H）
●円ダクト対応はダンパ本体角型・接続部円型となります。
●本ダンパは全閉、全開でご使用ください。
●風量調整用としては使用しないでください。
●開・閉動作をする場合はファン運転停止状態で行ってください。

各ダンパに実際の漏気量データを添付します。
※表面仕上げ　標準品エポキシ塗装

漏気量特性図（保証値）

1.表中①、②、③、④、⑥は、羽根枚数及び操作器の取付個数を
示しています。

2.表中の左・右はW方向、上、中、下は H方向の操作器の取付
位置を示しています。

W（mm）

H
（
mm
）

200～ 650 700～ 1000

200～ 400 ① ②
左・右

450～ 800 ②
上・下

④
左・右
上・下

850～ 1000 ③
上・中・下

⑥
左・右
上・中・下

実線：当社判定基準
破線：実測値
　　　W：500　H：500
点線：推定値※
※測定限界が 0.1ℓ／ min
　（1 ／ 10000 ㎥／min）

気密方向

メンテナンススペース

240

95

L=400 W

H

コントロールモータ
（CM-220-150A-1型）

VD金具
(N-DR33VM型)

有
効

開
口

 H
−

75

気密方向

メンテナンススペース

240

95

L=400

W

H

有
効

開
口

 H
−

75

有効開口 W−52

有効開口 W−52

圧力差（Pa）

漏気量特性図

200 300 400 500 1000

当社判定基準

0.01

0.02

0.03

0.04
0.05

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

1.0

2.0

3.0

漏
気

量
【

㎥
×

1
0

-3 （
m

in・
ｍ

）
】

実測値

推定値
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型式 （角）N-860F-B
 （円）N-D11FL
 （円）N-D11F

防火ダンパ／FD、HFD

［特記事項］
●ステンレス製・ガルバリウム鋼板製等も製作します。
●操作機（器）（レリーズ）に関しては SUS 製もご用意してます。
●円型はフランジ型も製作します。
●標準品はダクト内静圧 600Pa 以下、風速 10m/s 以下とします。
　標準外はご相談ください。
●相フランジは別途とします。
●角型のフランジ形鋼は 1 ページをご参照ください。
●角型ダンパの検査口の位置は、H ＜ 350mm の場合は自動閉鎖装

置と同一面には付きません。この場合は、ダンパ水平取付け（横
引ダクト）の時は、下部取付けを標準とします。

標準仕様

標準材質
ケ ー シ ン グ 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
羽 根 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
シ ャ フ ト 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）
軸 受 メ タ ル 黄銅製
連 結 桿 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 9mm

作 動 時 間 瞬時

温 度
ヒューズ

FD 72℃（建設省告示第 2563号による）
HFD 280℃
その他 厨房系 120℃（150℃も用意しています）

風 の 方 向 性 なし

標準寸法 （L寸法、シャフト径）
L［mm］ シャフト径［mm］

φ 100～ 200 300 10
φ 225～ 300 350
φ 325超 350 13
角型 350 13

○温度ヒューズ連動により瞬時に作動（閉）します。
○手動復帰式です。

φ 325mm 〜の場合は、メンテナンススペースは
210mm となります。

165 185

L=350 210

メンテナンススペース

FD金具
（N-DR7F型）

FD金具
（N-DR8F型）

φ
D（

ダ
ク

ト
内

径
−

3
m

m
）

50 50 200

メンテナンススペースL

30

W

H
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型式　（角）N-821F
（円）N-827F

防煙・防火ダンパ（手動復帰式）／ SFD

標準材質
ケ ー シ ン グ 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
羽 根 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
シ ャ フ ト 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 13mm
軸 受 メ タ ル 黄銅製
連 結 桿 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 9mm

L  寸  法 350mm
作 動 時 間 瞬時
定 格 電 圧 DC24V
定 格 電 流 0.3A
作 動 ト ル ク 300/450/600N・cm
通 電 定 格 連続（自己遮断）
接 点 容 量 DC30V、4A（抵抗負荷）
使用周囲温度範囲 -10～ 40℃（結露、凍結等無きこと）

温 度 ヒ ュ ー ズ
72℃（建設省告示第 2563号による）
厨房系 120℃（150℃も用意しています）

風 の 方 向 性 なし

（注）本図は作動前の状態を示しています。

［特記事項］
●ステンレス製・ガルバリウム鋼板製等も製作します。
●操作機（器）（レリーズ）に関しては鉄製のみとなります。
●円型はフランジ型も製作します。
●標準品はダクト内静圧 600Pa 以下、風速 10m/s 以下とします。
　標準外はご相談ください。
●相フランジは別途とします。
●角型のフランジ形鋼は 1 ページをご参照ください。
●角型ダンパの検査口の位置は、H ＜ 350mm の場合は自動閉鎖装

置と同一面には付きません。この場合は、ダンパ水平取付け（横
引ダクト）の時は、下部取付けを標準とします。

回路図標準仕様

○熱・煙感知器（電気信号）又は温度ヒューズ連動により瞬時に作動（閉）します。
○手動復帰式です。

φ
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S 予 備 端 子

SOL
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メンテナンススペース

電磁
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L  寸  法 350mm
作 動 時 間 瞬時
定 格 電 圧 DC24V
定 格 電 流 0.1A
作 動 ト ル ク 450/600N・cm
復 帰 モータによる自動復帰
定 格 電 流 0.3A
定 格 復 帰 時 間 約 35秒
復 帰 ト ル ク 1200N・cm
通 電 定 格 連続（自己遮断型）
接 点 容 量 DC30V、1A（抵抗負荷）
使用周囲温度範囲 -10～ 40℃（結露、凍結等無きこと） 

温 度 ヒ ュ ー ズ
72℃（建設省告示第 2563号による）
厨房系 120℃（150℃も用意しています）

風 の 方 向 性 なし

○熱・煙感知器（電気信号）及び温度ヒューズ連動により瞬時に作動（閉）します。
○モータ復帰式です（遠隔で電気式排煙口開放函の操作又は制御盤より復帰）。

型式　（角）N-821FR
（円）N-827FR

防煙・防火ダンパ（モータ復帰式）／ SFMD

標準仕様

標準材質
ケ ー シ ン グ 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
羽 根 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
シ ャ フ ト 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 13mm
軸 受 メ タ ル 黄銅製
連 結 桿 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 9mm

（注）	 1　本図は作動前の状態を示しています。
		  2　�無電圧確認端子を必要とする場合は、共通端子 C-LC 間

の渡り線を取り除いてください。

［特記事項］
●ステンレス製・ガルバリウム鋼板製等も製作します。
●操作機（器）（レリーズ）に関しては鉄製のみとなります。
●円型はフランジ型も製作します。
●標準品はダクト内静圧 600Pa 以下、風速 10m/s 以下とします。
　標準外はご相談ください。
●相フランジは別途とします。
●角型のフランジ形鋼は 1 ページをご参照ください。
●角型ダンパの検査口の位置は、H ＜ 350mm の場合は自動閉鎖装

置と同一面には付きません。この場合は、ダンパ水平取付け（横
引ダクト）の時は、下部取付けを標準とします。

回路図
Ls1-1	:	� 作動制御用マイ

クロスイッチ
Ls1-2	:	� 復帰制御用マイ

クロスイッチ
Ls2-1	:	� 作動復帰確認用マ

イクロスイッチ
Ls2-2	:	� 作動制御用マイ

クロスイッチ
　 　:	� リレー
 		  :	モータ
　 R	 :	過電流抑制素子
    :	ダイオード
	 ry	 :	 の接点
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（注）本図は作動前の状態を示しています。

（注）本図は作動前の状態を示しています。

［特記事項］
●ステンレス製・ガルバリウム鋼板製等も製作します。
●操作機（器）（レリーズ）に関しては鉄製のみとなります。
●円型はフランジ型も製作します。
●標準品はダクト内静圧 600Pa 以下、風速 10m/s 以下とします。
　標準外はご相談ください。
●相フランジは別途とします。
●角型のフランジ形鋼は 1 ページをご参照ください。
●角型ダンパの検査口の位置は、H ＜ 400mm の場合は自動閉鎖装

置と同一面には付きません。この場合は、ダンパ水平取付け（横
引ダクト）の時は、下部取付けを標準とします。

型式　（角）N-821FA
（円）N-827FA

防煙・防火ダンパ（エア式）／SFAD

標準仕様

標準材質
ケ ー シ ン グ 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
羽 根 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
シ ャ フ ト 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 13mm
軸 受 メ タ ル 黄銅製
連 結 桿 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 9mm

L  寸  法 350mm
作 動 時 間 瞬時
使 用 圧 力 範 囲 0.4～ 0.7MPa
耐 圧 力 0.9MPa
作 動 ト ル ク 600N・cm
復 帰 ト ル ク 1100N・cm（0.5MPa加圧時）
接 点 容 量 DC30V、4A（抵抗負荷）
使用周囲温度範囲 -10～ 40℃（結露、凍結等無きこと）

温 度 ヒ ュ ー ズ
72℃（建設省告示第 2563号による）
厨房系 120℃（150℃も用意しています）

風 の 方 向 性 なし

確認接点

エア配管

【常時空気加圧型】
○ 常時エアの加圧により、ダンパを開放しておき、熱・煙感知器（電気信号）連動により電磁弁（オプション）又は温度ヒューズの
作動により加圧エアを排出させ瞬時に作動（閉）します。
○自動復帰式です（遠隔で加圧により復帰）。

165 185

L=350

メンテナンススペース
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（N-764F型）
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（N-764F型）
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D 確 認 端 子

C 共 通 端 子

DA 確 認 端 子

FB 確 認 端 子

FC 共 通 端 子

FA 確 認 端 子
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LS2
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H

切替弁 ピストン
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（注）�本図は作動前の状態を示しています。		
	

［特記事項］
●ステンレス製・ガルバリウム鋼板製等も製作します。
●操作機（器）（レリーズ）に関しては鉄製のみとなります。
●円型はフランジ型も製作します。
●標準品はダクト内静圧 600Pa 以下、風速 10m/s 以下とします。
　標準外はご相談ください。
●相フランジは別途とします。
●角型のフランジ形鋼は 1 ページをご参照ください。
●角型ダンパの検査口の位置は、H ＜ 350mm の場合は自動閉鎖装

置と同一面には付きません。この場合は、ダンパ水平取付け（横
引ダクト）の時は、下部取付けを標準とします。

型式　（角）N-860FGH
（円）N-867FGH

ガス圧式防火ダンパ（手動復帰式）／PFD

標準仕様 確認接点

○ガス圧又は温度ヒューズ連動により瞬時に作動（閉）します。
○手動復帰式です。

標準材質
ケ ー シ ン グ 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
羽 根 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
シ ャ フ ト 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 13mm
軸 受 メ タ ル 黄銅製
連 結 桿 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 9mm

L  寸  法 350mm
作 動 時 間 瞬時
作 動 圧 力 範 囲 0.2～ 3MPa
作 動 ト ル ク 300/450/600N・cm
使用周囲温度範囲 -10～ 40℃（結露、凍結等無きこと）

温 度 ヒ ュ ー ズ
72℃（建設省告示第 2563号による）
厨房系 120℃（150℃も用意しています）

風 の 方 向 性 なし
ガ ス 消火設備用ガス
型 式 N-DR2PAN（G） N-DR2PBN（G）
確 認 接 点 なし あり
接 点 容 量 ー DC30V、4A（抵抗負荷）

FB 確 認 端 子

FC 共 通 端 子

FA 確 認 端 子
LS

165 185
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メンテナンススペース
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（N-DR2PAN
（G）型）

W

H

ピストン
レリーズ

（N-DR2PAN
（G）型）

φ
D（

ダ
ク

ト
内

径
−

3
m

m
）

50 50

L=350

60

メンテナンススペース
220

ピストンレリーズ



21

（注）本図は作動前の状態を示しています。

［特記事項］
●ステンレス製・ガルバリウム鋼板製等も製作します。
●操作機（器）（レリーズ）に関しては鉄製のみとなります。
●円型はフランジ型も製作します。
●標準品はダクト内静圧 600Pa 以下、風速 10m/s 以下とします。
　標準外はご相談ください。
●相フランジは別途とします。
●角型のフランジ形鋼は 1 ページをご参照ください。
●角型ダンパの検査口の位置は、H ＜ 600mm の場合は自動閉鎖装

置と同一面には付きません。この場合は、ダンパ水平取付け（横
引ダクト）の時は、下部取付けを標準とします。

●作動時及び復帰時フレア継手の部分は首を振ります（約10mm）
ので銅管はループを作るなどして余裕を持たせてください。

PSFMD（モータ復帰式）もあります
ガス圧、煙感知器（電気信号）及び温度ヒューズ連動により瞬時

に作動（閉）します。

モータ復帰式（遠隔で制御盤より復帰）。

型式　（角）N-860FG
（円）N-867FG

ガス圧式防火ダンパ（自動復帰式）／PFD

標準仕様

標準材質
ケ ー シ ン グ 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
羽 根 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
シ ャ フ ト 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 13mm
軸 受 メ タ ル 黄銅製
連 結 桿 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 9mm

L  寸  法 350mm
作 動 時 間 瞬時
作 動 圧 力 範 囲 0.9～ 3MPa
作 動 ト ル ク 700N・cm（0.9MPa加圧時）
使用周囲温度範囲 -10～ 40℃（結露、凍結等無きこと）

温 度 ヒ ュ ー ズ
72℃（建設省告示第 2563号による）
厨房系 120℃（150℃も用意しています）

風 の 方 向 性 なし
ガ ス 消火設備用ガス
型 式 N-DR11PAN（G） N-DR11PBN（G）
確 認 接 点 なし あり
接 点 容 量 ー DC30V、4A（抵抗負荷）

確認接点

○ガス圧又は温度ヒューズ連動により瞬時に作動（閉）します。
○自動復帰式です（遠隔で減圧により復帰）。

165 185
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型式　（角）N-860G
（円）N-867G

ガス圧式ダンパ（自動復帰式）／PD

L  寸  法 350mm
作 動 時 間 瞬時
作 動 圧 力 範 囲 0.9～ 3MPa
作 動 ト ル ク 650N・cm（0.9MPa加圧時）
使用周囲温度範囲 -10～ 40℃（結露、凍結等無きこと）
風 の 方 向 性 なし
ガ ス 消火設備用ガス

標準仕様 ［特記事項］
●ステンレス製・ガルバリウム鋼板製等も製作します。
●操作機（器）（レリーズ）に関しては鉄製のみとなります。
●円型はフランジ型も製作します。
●標準品はダクト内静圧 600Pa 以下、風速 10m/s 以下とします。
　標準外はご相談ください。
●相フランジは別途とします。
●角型のフランジ形鋼は1 ページをご参照ください。
●作動時及び復帰時フレア継手の部分は首を振ります（約10mm）の

で銅管はループを作るなどして余裕を持たせてください。

標準材質
ケ ー シ ン グ 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
羽 根 溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）1.6mm
シ ャ フ ト 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 13mm
軸 受 メ タ ル 黄銅製
連 結 桿 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 9mm

○ガス圧連動により瞬時に作動（閉）します。
○自動復帰式です（遠隔で減圧により復帰）。
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型式　N-961D
排煙口パネル式（手動復帰式）

○排煙口開放函・電気式／ワイヤー式（36ページ参照）の操作又は制御盤からの電気信号により瞬時に作動（開）します。
○手動復帰式です。

標準仕様

標準材質
ケ ー シ ン グ 熱間圧延軟鋼板（SPHC）

又は溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）
パ ネ ル 熱間圧延軟鋼板（SPHC）

又は溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）

作 動 時 間 瞬時
定 格 電 圧 DC24V
定 格 電 流 0.3A
通 電 定 格 連続（自己遮断型）
接 点 容 量 DC30V、1A（抵抗負荷）
使用周囲温度範囲 -10～ 40℃（結露、凍結等無きこと）
表 面 仕 上 げ 焼付塗装
※塗装色ご指定の場合は色見本又は色番号をご指示ください。

漏気量社内判定基準
（ 周 長 1m 当 り ）

Q=0.032×Δ P 0.5　
Q：㎥ /（min・ｍ）　　P：Pa

（注） 本図は作動前の状態を示しています。

　

［特記事項］
●一枚パネルでの製作可能寸法は
　W≦ 1200mm　H ≦ 1000mm　W × H ≦ 1.0m 2　 
●オートステーは、H 寸法 400mm 以上の場合取付けます。
●標準品はダクト内静圧 1000Pa 以下とします。
　標準外はご相談ください。
●ワイヤーによる作動の場合、操作ワイヤーの長さは 10m 以内と

し、配管の曲がりは R100mm 以上で 2 箇所までとしてください。
●壁付の場合は、自動開放装置の位置が上部になるように取付け

てください。
●製作最小寸法 300 × 300
●吊りアングルはオプションとなります。

回路図
D 作動信号端子

C 共 通 端 子

DA 作動確認端子

S 電源中継端子

SOL

LS1

H +18.6

H（ダクト内寸法）
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7
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（N-75EAC型） 1
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作 動 時 間 瞬時
定 格 電 圧 DC24V
定 格 作 動 電 流 0.3A
定 格 復 帰 電 流 0.5A
通 電 定 格 連続（自己遮断型）
接 点 容 量 DC30V、1A（抵抗負荷）
使用周囲温度範囲 -10～ 40℃（結露、凍結等無きこと）
表 面 仕 上 げ 焼付塗装
※塗装色ご指定の場合は色見本又は色番号をご指示ください。

漏気量社内判定基準
（ 周 長 1m 当 り ）

Q=0.032×Δ P 0.5

Q：㎥ /（min・ｍ）　　P：Pa

型式　N-961R
排煙口パネル式（モータ復帰式）

標準仕様

標準材質
ケ ー シ ン グ 熱間圧延軟鋼板（SPHC）

又は溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）
パ ネ ル 熱間圧延軟鋼板（SPHC）

又は溶融亜鉛めっき鋼板（SGHC）

○排煙口開放函・電気式（36ページ参照）の操作又は制御盤からの電気信号により瞬時に作動（開）します。
○モータ復帰式です（遠隔で電気式排煙口開放函の操作又は制御盤より復帰）。

（注）	1  本図は作動前の状態を示しています。

		  2  作動優先回路となっています。

［特記事項］
●一枚パネルでの製作可能寸法は
　W≦ 1200mm　H ≦ 1000mm　W × H ≦ 1.0m 2

●標準品はダクト内静圧 1000Pa 以下とします。
　標準外はご相談ください。
●壁付の場合は、自動開放装置の位置が上部になるように取付け

てください。
●製作最小寸法 300 × 300
●吊りアングルはオプションとなります。

N-792C

回路図

手動復帰式、モーター復帰式共に
天井材貼型（ボード貼り）も製作可能です。

C共 通 端 子

LC共通端子(確認)

L1（A）作動確認端子

P1作動信号端子

P2復帰信号端子

L3復帰順送端子

S中 継 端 子

2
2
0

オートレリーズ
（N-792C型）
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排煙口の選定

●必要排煙風量による排煙口の選定表●必要排煙風量による排煙口の選定

必要排煙風量による排煙口の選定

1. 床面積（m2）は、小数点以下切り捨てにしてあります。
2. 算出は定速法によります。排煙口直下での面風速は

10m/s 近似値となります。

◆防煙区画の排煙風量の算定
排煙風量についての規定は居室等に関しては次の通りで
ある。（令第 126 条の 3）。
①防煙区画の排煙風量
	 ・防煙区画の床面積× 1m3/（min・m2）以上
②排煙機の風量
	 ・�1  防煙区画のみを対象とする場合			 

   �120m3/min 以上で、かつ防煙区画の床面積×　　
　1m3/（min・m2）以上

	 ・�2  �以上の防煙区画を対象とする場合		  　  　       
120m3/min 以上で、かつ最大防煙区画の床面積×
2m3/（min・m2）以上

	 ・�天井高 3m 以上で 500m2 を超える防煙区画を含み、
内装の仕上げ不燃材料または準不燃材料でしてある
場 �合（平成 12 年建告第 1436 号）	  		

�500m3/min 以上で、かつ防煙区画の床面積の合計
× 2m3/（min・m2）以上

◆附室の排煙機の風量
	 ・�特別避難階段の附室及び

非常用エレベーターの乗降ロビー		 4m3/s 以上
	 ・附室兼用ロビー		  6m3/s 以上

◆排煙口の抵抗係数

		：合計全圧抵抗係数

	：吸込全圧抵抗係数＝0.5

   ：有効開口比

 
 

  

  	：ダクト断面積

 	：排煙口の有効断面積

◆全圧・圧力損失

	  ：全圧・圧力損失〔Pa〕
  	：比重  ＝  
   ：密度〔1.2kg/m3〕
 	 ：重力の加速度〔9.8m/s2〕
  ：平均風速〔m/s〕
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排煙口施工要領

○排煙口本体とダクトとの隙間にはシール等を施して下さい。
　隙間より漏気してしまい排煙風量が規定に達しない場合があります。

排煙口

天井

シール部

ダクト内面側

ダクト ダクト

ダクト内面側

ダクトテープ等
全周シールを実施

ダクトテープ等
全周シールを実施

排煙口

ダクト

排煙口

全周シール

シール部詳細

排煙口

手動開放函

ダクト
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排煙口パネル式有効開口比表

排煙口パネル式有効開口比表

●排煙口（手）有効開口比表

●排煙口（自）有効開口比表
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排煙口パネル式有効開口率表

●排煙口（手）有効開口率表

●排煙口（自）有効開口率表

排煙口パネル式有効開口率表
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（注）	本図は作動前の状態を示しています。

［注意事項］
●円型も製作します。
●標準品はダクト内静圧 1200Pa 以下とします。
●標準外はご相談ください。
●相フランジは別途とします。
●角型のフランジ形鋼は 1 ページをご参照ください。
●ワイヤーによる作動の場合
　1　配管の曲りは、R100mm 以上で 2 箇所までとしてください。
　2　：�ワイヤーの引き方向は、上引き又は下引きのご指示をして

ください。排煙・防火ダンパ角型の検査口の位置は、H ＜ 
400mm の場合は自動閉鎖装置と同一面には付きません。
この場合は、ダンパ水平取付け（横引ダクト）の時は、下
部取付けを標準とします。加圧防排煙システムには、排煙
と給気を読みかえてください。

回路図

型式　（角）N-811
（角）N-841

SED

SEFD

標準仕様
L  寸  法 350mm
作 動 時 間 瞬時
定 格 電 圧 DC24V
定 格 電 流 0.3A
通 電 定 格 連続（自己遮断型）
作 動 ト ル ク 300/450/600N・cm
接 点 容 量 DC30V、4A（抵抗負荷）
使用周囲温度範囲 -10～ 40℃（結露、凍結等無きこと）
温 度
ヒューズ

SED なし
SEFD 280℃ ※

風 の 方 向 性 あり（気密方向）
表 面 仕 上 げ 防錆塗装
漏気量社内判定基準
（ 周 長 1m 当 り ）

Q=0.918×Δ P0.58× 10-2

Q：㎥ /（min・ｍ）　　P：Pa
※ ダンパ開後、ダクト内が高温になるとヒューズが溶断し閉鎖します。

排煙ダンパ（手動復帰式）／SED
排煙・防火ダンパ（手動復帰式）／SEFD

○排煙口開放函・電気式／ワイヤー式（36ページ参照）の操作又は制御盤からの電気信号により瞬時に作動（開）します。
○手動復帰式です。

標準材質
ケ ー シ ン グ 電気亜鉛めっき鋼板（SEHC）1.6mm
羽 根 電気亜鉛めっき鋼板（SEHC）1.6mm
シ ャ フ ト 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 13mm
軸 受 メ タ ル 黄銅製
連 結 桿 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 9mm

165

165

185

185

L=350

L=350 250

風方向

風方向

W

W

防火
装置

（N-EI02型）

メンテナンススペース

メンテナンススペース

250

電磁
レリーズ

（N-742BES型）

H

電磁レリーズ

H

D 電 源 端 子

C 共 通 端 子

DA 確 認 端 子

FC 共 通 端 子

FA 確 認 端 子

S 電源中継端子

SOL

LS1

LS2

（N-742BES型）
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排煙ダンパ（モータ復帰式）／SEMD
排煙・防火ダンパ（モータ復帰式）／SEMFD 型式　（角）N-811R

　　　（角）N-841FR

標準仕様

標準材質
ケ ー シ ン グ 電気亜鉛めっき鋼板（SEHC）1.6mm
羽 根 電気亜鉛めっき鋼板（SEHC）1.6mm
シ ャ フ ト 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 13mm
軸 受 メ タ ル 黄銅製
連 結 桿 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 9mm

（注）	1 本図は作動前の状態を示しています。
	 2 �無電圧確認端子を必要とする場合は、共通端子 C-LC 間の渡

り線を取り除いてください。

［特記事項］
●円型も製作します。
●標準品はダクト内静圧 1200Pa 以下とします。
●標準外はご相談ください。
●相フランジは別途とします。
●角型のフランジ形鋼は 1 ページをご参照ください。
●ワイヤーによる作動の場合
　1：配管の曲りは、R100mm 以上で 2 箇所までとしてください。
　2：�ワイヤーの引き方向は、上引き又は下引きのご指示をしてください。
●排煙・防火ダンパの検査口の位置は、H ＜ 400mm の場合は自動

開放装置と同一面には付きません。この場合は、ダンパ水平取付
け（横引ダクト）の時は、下部取付けを標準とします。

●加圧防排煙システムには、排煙と給気を読みかえてください。

回路図
L  寸  法 350mm
定 格 電 圧 DC24V

作動
定格電流 0.1A
定格作動時間 瞬時
作動トルク 450/600N・cm

復帰
定格電流 0.3A
定格復帰時間 約 35秒
復帰トルク 1200N・cm

通 電 定 格 連続（自己遮断型）
スイッチ接点容量 DC30V、1A（抵抗負荷）
使用周囲温度範囲 -10～ 40℃（結露、凍結等無きこと）
温度
ヒューズ

SEMD なし
SEMFD 280℃※

風 の 方 向 性 あり（気密方向）
表 面 仕 上 げ 防錆塗装
漏気量社内判定基準
（ 周 長 1m 当 り ）

Q=0.918×Δ P^0.58× 10-2

Q：㎥ /（min・ｍ）　　P：Pa
※ダンパ開後、ダクト内が高温になるとヒューズが溶断し閉鎖します。

Ls1-1	:	� 作動制御用マイ
クロスイッチ

Ls1-2	:	� 復帰制御用マイ
クロスイッチ

Ls2-1	:	� 作動復帰確認用マ
イクロスイッチ

Ls2-2	:	� 作動制御用マイ
クロスイッチ

　 　:	� リレー
 ［ ］:	モータ
　 R	 :	過電流抑制素子
    :	ダイオード
	 ry	 :	 の接点

○排煙口開放函・電気式／ワイヤー式（36ページ参照）の操作又は制御盤からの電気信号により瞬時に作動（開）します。
○モータ復帰式です（遠隔で電気式排煙口開放函の操作又は制御盤より復帰）。

SEMD

SEMFD

165

165

185

185

L=350

L=350 260

風方向

風方向

W

W

防火
装置

（N-EI02型）

メンテナンススペース

メンテナンススペース

260

（N-752BES型）

H

モータレリーズ

H

モータ
レリーズ

（N-752BES型）

Ls2-1

Ls1-2

Ls2-2

Ls1-1

R

C

L1（A）

LC

L3

P2

S

P1作動端子

共通端子

確認端子

共通端子

復帰順送端子

復帰端子

電源中継端子
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排煙ダンパ スリット付
排煙・防火ダンパ スリット付

排煙・防火ダンパ  スリット付

排煙ダンパ  スリット付

種類

排煙ダンパ
スリット付

呼称
呼称 復帰 接続フランジ

ワイヤ又は電気 電気のみ 手動 モータ 外向 内向
SED-S1K ◯ ◯ ◯
SED-S2K ◯ ◯ ◯
SED-S3K ◯ ◯ ◯
SED-S4K ◯ ◯ ◯
SEMD-S1K ◯ ◯ ◯
SEMD-S2K ◯ ◯ ◯
SEMD-S3K ◯ ◯ ◯
SEMD-S4K ◯ ◯ ◯

排煙・防火ダンパ
スリット付

SEFD-S1K ◯ ◯ ◯
SEFD-S2K ◯ ◯ ◯
SEFD-S3K ◯ ◯ ◯
SEFD-S4K ◯ ◯ ◯
SEMFD-S1K ◯ ◯ ◯
SEMFD-S2K ◯ ◯ ◯
SEMFD-S3K ◯ ◯ ◯
SEMFD-S4K ◯ ◯ ◯

【排煙ダンパ、加圧給気ダンパ共通注意事項】
1. 仕様、回路、注意事項については、手動復帰式は 29 ページ、モータ

復帰式は 30 ページを参照ください。
2. 漏気量社内判定基準（周長 1m 当り）
	 Q = 0.918 ×Δ P0.58 × 10-2【Q：㎥ /（min・ｍ）】			 

		  　　　  （P：Pa）

3. スリットフェース表面仕上げ 焼付塗装（塗装色ご指定の場合は色見本
又は色番号をご指示ください。）

4. 風の方向性があります。

※スリットを外した状態です。

モータ
レリーズ

モータ
レリーズ

（N-752BES型）

（N-752BES型）

H
H

165

165

155

155

L=430

L=430

7

7

70

70
有

効
開

口
　

H
−

2
0

H
＋

3
0

H
＋

3
0

サービススペース

サービススペース

275

275

風方向

風方向

有効開口　W−20

有効開口　W−20

W

W

W＋305

W＋305

防火
装置

有
効

開
口

　
H
−

20

（N-EI02型）
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加圧給気ダンパ
加圧給気・防火ダンパ
加圧給気ダンパ

※スリットを外した状態です。

P型 手動復帰式 自動（モータ復帰）式

スリットフェース
内部ダンパ羽根形
パネル式点検口
開放函別途

280℃温度ヒューズ

無 有 無 有

P P-F  PR PR-F

PE型 手動復帰式 自動（モータ復帰）式

スリットフェース
内部ダンパ羽根形
パネル式点検口
開放函 /電気式付

280℃温度ヒューズ

無 有 無 有

PE   PE-F PER PER-F

S型 手動復帰式 自動（モータ復帰）式

スリットフェース
内部ダンパ羽根形
スリット式点検口付
開放函別途　

280℃温度ヒューズ

無 有 無 有

S  S-F  SR SR-F

●型式一覧表

型式

型式

型式

モータ
レリーズ

（N-752BES型）

H（
ダ

ク
ト

内
寸

）

155

風方向 H
-5
（

外
寸

）
H
-2

80（
ダ

ン
パ

外
寸

）
27

5

165

320
L=390

H
-3

0
5

ス
リ

ッ
ト

開
口

H
+

2
0（

ス
リ

ッ
ト

枠
外

寸
）

70

7 

W（ダクト内寸）

W-5（ダンパ外寸）

W+20W+20
（スリット枠外寸）

（スリット開口W-30）

加圧給気・防火ダンパ

風方向

H（
ダ

ク
ト

内
寸

）
H
-5
（

外
寸

）
H
-2

8
0（

ダ
ン

パ
外

寸
）
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155 165

320
L=390

70

7 

H
-3

0
5

ス
リ

ッ
ト

開
口

H
+

2
0（

ス
リ

ッ
ト

枠
外

寸
）

W（ダクト内寸）
W-5（ダンパ外寸）

W+20
（スリット枠外寸）

（N-752BES型）
モータレリーズ

（N-EI02S型）
防火装置

スリット開口W-30
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○「給気風道と防火区画」（新排煙設備基準指針 1987版より）
○ 給気風道において、下部外気取入れ方式における給気風道の内圧は、年間の大部分の期間において外気や室内より正圧となってい
るため、煙の侵入する恐れは少ない。そのため、附室への給気口を常閉とした場合、給気口に防火ダンパを設ける必然性は少ない。

給気口（常時閉鎖型）
給気口（附室機械排煙用）

［特記事項］
●標準品はスリーブ、本体、スリットフェースの 3 点セットです。
●スリーブなしの本体、スリットフェースの 2 点セットの直埋型

もあります。

標準仕様

作 動 排煙口開放函・電気式（36ページ参照）の
操作又は制御盤からの電気信号で作動（開）

作 動 時 間 瞬時
復 帰 手動復帰

・モータ復帰式
  （電気仕様、回路図、防火機能付きは 30 ページ参照）

作 動 排煙口開放函・電気式（36ページ参照）の
操作又は制御盤からの電気信号で作動（開）

作 動 時 間 瞬時
復 帰 モータ復帰

温 度 ヒ ュ ー ズ 280℃
表 面
仕上げ

本 体 黒色塗装
スリットフェース 焼付塗装

※ 塗装色指定可能です。塗装色ご指定の場合は色見本又は色番号をご指示
ください。

※ダンパ開後、附室内が高温になるとヒューズが溶断し閉鎖します。

附室の排煙  設置基準
（昭和 44年建告第 1728号、昭和 45年建告第 1833号）
特別避難階段の附室
非常エレベーターの乗降ロビー 附室兼用ロビー

給気口の有
効開口面積 1m2 以上 1.5m2 以上

給 気 風 道
の 断 面 積 2m2 以上 3m2 以上

排 煙 機 4m3/s 以上 6m3/s 以上

・手動復帰式
  （電気仕様、回路図、防火機能付きは 29 ページ参照）

給気口取付詳細
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ダンパ外寸　W＋13

ス
リ

ー
ブ

外
寸

（
W

＋
61

）
×
（

H
＋

33
3）

ス
リ

ー
ブ

外
寸

（
W

＋
61

）
×
（

H
＋

33
3）

ス
リ

ー
ブ

内
寸

（
W

＋
21

）
×
（

H
＋

29
3）

ス
リ

ー
ブ

内
寸

（
W

＋
21

）
×
（

H
＋

29
3）

ス
リ

ッ
ト

開
口
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口

　
H

H
＋
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5

H
＋

27
5

H
＋

32
5

H
＋

32
5

155

155

165

165

L=390

L=390

7

7

30

30

防火
装置

防火
装置

（N-EI02型）

（N-EI02型）

モータレリーズ

モータレリーズ

（N-752BE型）

（N-752BE型）（E0-6型）
電気式手動開放装置

①：スリーブ
②：ダンパ本体
③：スリットフレーム
④：スリットフェース

①

②

③

④
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P型 手動復帰式 自動（モータ復帰）式

スリットフェース
内部ダンパ羽根形
パネル式点検口
開放函別途
スリーブ付

有効開口 1m2 か 1.5m2

280℃温度ヒューズ

無 有 無 有

P P-F  PR PR-F

PE型 手動復帰式 自動（モータ復帰）式

スリットフェース
内部ダンパ羽根形
パネル式点検口
開放函 /電気式付
スリーブ付

有効開口 1m2 か 1.5m2

280℃温度ヒューズ

無 有 無 有

PE   PE-F PER PER-F

S型 手動復帰式 自動（モータ復帰）式

スリットフェース
内部ダンパ羽根形
スリット式点検口付
開放函別途
スリーブ付

有効開口 1m2 か 1.5m2

280℃温度ヒューズ

無 有 無 有

S  S-F  SR SR-F

有効開口算出式

●型式一覧表

1. スリット本数　スリット 30 ピッチ　n ＝ W/30-1
2. スリット補強本数（M）

3. 有効開口面積
S（m2）＝ {1250 × 1000 −（3 × n × H ＋ 9 × M × W − 3 × 9
× n × M）} × 10-6

〔算出例〕
（1）スリット本数　30 ピッチの場合
	 n ＝ 1250/30－ 1=40.6 ≒ 41

（2）スリット補強本数　M ＝ 2（本）
（3）有効開口面積
	� S（m2）＝ {1250 × 1000 −（3 × 41 × 1000 ＋ 9 × 2 × 

1250 − 3 × 9 × 41 × 2）} × 10-6

	 ＝ 1.107 ＞ 1.0m2（W × H × 88.5%）

H寸法 補強本数
800以下     1

1200以下 2
1600以下 3

型式

型式

型式

H
＋

29
3（

ス
リ

ー
ブ

内
寸

法
）

X1

X2

h1

廊
下

排煙口

h2

H

階
段
室

附室

h1

h2

H

H

2

2

給気口

47 7

X1’

H

45

2
5

2
5

2
5

H
＋

2
9
0

H
＋

2
7
5

H
＋

3
2
5

W＋50

W＋50

W＋15

W＋15

W

W

X1−X1’ 断面

X2−X2’ 断面

4
7

4
7

7
7

25 25

4
5

W＋21（スリーブ内寸法）

W＋21（スリーブ内寸法）

4
5

25 25

30 30
X2’
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排煙口開放函
型式　  EO-6
　　　  EO-6M
　　　  N-301
　　　  N-301R
　　　  N-381A
　　　  N-391A

電気式

ワイヤー式

EO-6

押しボタン部説明
①待機位置より奥に押して作動信号が「ON」

②待機位置より手前に引いて復帰信号が「ON」

③中央で待機位置

※押ボタンを操作した後は、必ず待機位置に戻してください。

表示灯

70

（赤）

押ボタン

1
2
0

6.5

表示灯
（緑）

①作動位置
③待機位置

押ボタン

7 52140

②復帰位置

45

N-301 N-301R

1
9
0

1
6
0

露出
用枠

N-381A N-391A

118

2
1
0

露出カバー

1
8
5

7 45

1
8
5

2
0
8

7 45

［特記事項］
●操作ワイヤーの長さは 10m 以内とし、配管の曲りは R100mm 以上で 2 箇所

までとしてください。

EO-6M（W） EO-6M（B） EO-6M（G）

樹脂製　EO-6（M）
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型式　  EO-6
　　　  EO-6M
　　　  N-301
　　　  N-301R
　　　  N-381A
　　　  N-391A

排煙口開放箱函／電気式  電気接続図
（下図はマイナスコモン型の接続図を示します。）

・排煙ダンパ（手動復帰式）

・排煙口（手動復帰式）
・排煙口（モータ復帰式）

・排煙ダンパ（モータ復帰式）

回路図標準仕様
定 格 電 圧 DC24V
スイッチ
接点容量

作動 DC30V　3A
復帰 DC30V　3A

消 費 電 流 12mA× 2
フ ェ ー ス ステンレス
押 し 部 保 護 版 プラスチック
使 用 温 度 範 囲 -10℃～ 40℃（結露、凍結等無きこと）
埋 込 用 取 付
ボ ッ ク ス

1個用スイッチボックス（JIS-C8340）
カバー付

※ この電気式排煙口開放函は無極性です。

EO-6 型
「待機位置状態」を表示しています。

連動制御器

連動制御器

連動制御器

連動制御器

LR LG

確 

認 

端 

子

1

確 

認 
端 
子

2

作 
動 
端 

子

3

共 
通 

端 

子

4

電 

源 

端 

子

5

復 

帰 

端 

子

6

復 

帰 

端 

子

7

開
放
表
示
線

開
放
表
示
線

開
放
表
示
線

開
放
表
示
線

開
放
表
示
線

開
放
表
示
線

開
放
表
示
線

開
放
表
示
線

開
放
起
動
線

開
放
起
動
線

開
放
起
動
線

開
放
起
動
線

共
　
通
　
線

共
　
通
　
線

共
　
通
　
線

共
　
通
　
線

電
　
源
　
線

電
　
源
　
線

電
　
源
　
線

EO-6 型　排煙口開放函

EO-6 型　排煙口開放函

EO-6 型　排煙口開放函

EO-6 型　排煙口開放函

開放表示

開放表示

開放表示

開放表示

復帰起動

共通線

共通線

共通線

共通線

電源線

電源線

電源線

電源線

1

1

1

1

2

2

2

2

3

3

3

3

4

4

4

4

5

5

5

5

6

6

6

6

7

7

7

7

LR

LR

LR

LG

LG

LG

LG

排煙口
　N-75EAC 型（手動復帰式）

排煙ダンパ
　N-742BE シリーズ（手動復帰式）

排煙口
　N-792C 型（モータ復帰式）

排煙ダンパ
N-752BE シリーズ（モータ復帰式）

D　作動信号端子

D　電源端子

C　共通端子

P1　作動端子

C　共通端子

C　共通端子
DA 確認端子

FC 共通端子
FA 確認端子

Lc　共通端子（確認）

LC　共通端子
L3　復帰順送端子
P2　復帰端子

S　電源中継端子

DA 開放確認端子
L1（A） 開放確認端子

L1（A） 確認線端子
C　共通端子

S　電源中継端子

S　電源中継端子

S　電源中継端子

P1　開放作動端子

P2　閉鎖復帰端子
L3　復帰順送端子

復
帰
起
動
線

電
　
源
　
線

復
帰
起
動
線

開放起動

開放起動

開放起動
復帰起動

開放起動
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差圧ダンパ／クリーンルーム微差圧調整用

○クリーンルーム等、室内外の圧力差を調整するダンパです。
○複数個の組合わせで、大風量の安定した処理ができます。
○ステンレス製も製作できます。
○横 2連縦 3連（合計 6連式）なども製作できます。

壁取付　単式

2連式

ダクト中間取付型

防火シャッター付

��

20
20

20
20

H
=
3
5
0

L25×25×3

L=300

点検調整口
調整おもり

フランジ

Aℓ t1.2
可動パネル

SEHC t1.6
ケーシング2

5
0

5
0

5
0

5
0

開口寸法 220
250

W＝350

50 50

風方向

100 100 φ11

パンチンググリル外形寸法 298バランスウエイト
壁開口寸法 265

壁
開

口
寸

法
 2

65

調整おもりパンチングメタル

85

開放時 90

2
5
8

82

パ
ン

チ
ン

グ
ド

リ
ル

外
形
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法

 2
98

開口部寸法 W=220
240
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20

10 10
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壁
開

口
寸

法
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6
5

調整おもり

バランスウエイト
パンチング

メタル 20

82

壁厚

開放時 90
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20

1010

2
5
8

開口部寸法 220開口部寸法 220
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20
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壁開口寸法 265

開
口

部
寸

法
 H
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50

壁厚

可動パネル

20
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5
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0

2
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0
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法
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50

開口部寸法 W=220

2020

20

可動パネル

パ
ン
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ン

グ
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リ
ル

外
形

寸
法

 2
98

パンチンググリル外形寸法 298

壁
開

口
寸

法
 2

6
5

化粧枠
SPHC t1.6

本体

壁厚 L（180 未満）壁厚 L（180 未満）

本体側化粧枠取付図パンチンググリル側（室内側）化粧枠取付図

20

バランスウエイト

調整おもり

化
粧

枠
外

形
寸

法
W

28
6×

H2
86

W
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4×
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2
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単式
B-1011

横 2連
B-2021

横 3連
B-3031

横 4連
B-4041

横 5連
B-5051

40Pa 650 1300 1950 2600 3250
30Pa 550 1100 1650 2200 2750
20Pa 450 900 1350 1800 2250
10Pa 300 600 900 1200 1500

5Pa 150 300 450 600 750

ダクト中間取付型標準仕様
単式

B-1011
横 2連
B-2021

横 3連
B-3031

横 4連
B-4041

横 5連
B-5051

W 寸 法 350 600 850 1100 1350
フランジ寸法 L25× 25× 3 L30× 30× 3
差圧調整範囲 10～ 40Pa／ 5～ 12Pa（ご指示により）
表面仕上げ 防錆塗装

差圧と処理風量

標準材質
可 動 パ ネ ル アルミニウム板　1.2mm
ケ ー シ ン グ 熱間圧延鋼板（SPHC）1.6mm
パンチングメタル 冷間圧延鋼板（SPCC）1.0mm
調 整 お も り 黄銅製（クロムめっき）
パ ッ キ ン シリコンスポンジゴム
※防火シャッター付は温度ヒューズ 72℃付きとなります。

壁取付型標準仕様
表 面 仕 上 げ 焼付塗装
※塗装色指定可能です。塗装色指定の場合は色見本か色番号をご指定ください。

1. 壁厚が 50mm 未満の場合
①壁とパンチンググリルの間に化粧

枠を取付けてください。
②※印部分の全周はコーキングして

ください。

◆取付け方法

4. 壁がパネルボード仕様など、壁内
部に空気が漏れるような場合

①短管を設けてください。
②※印部分の全周はコーキングして

ください。

3. 壁厚が 90mm を超える場合
①本体とパンチンググリルの間に継

ぎ枠を使用してください。
②※印部分の全周はコーキングして

ください。

2. 壁厚が 50mm から 90mm の場合
①壁とパンチンググリルで壁をはさ

みビスで締付けてください。
②※印部分の全周はコーキングして

ください。

◆防火シャッター付　取付け方法（壁厚 180mm 未満の場合）

型式選定グラフ

化粧枠 化粧枠

パンチングメタル

壁厚 L（180未満）

化
粧

枠
外

形
寸

法

化
粧

枠
外

形
寸

法

W
2
9
4
×

H
2
9
4

W
2
8
6
×

H
2
8
6

パンチンググリル側（室内側）化粧枠取付図 本体側化粧枠取付図

SPHC t1.6 SPHC t1.6

本体

100
200
300
400

200
400
600
800

300
600
900
1200

400
800
1200
1600

500
1000
1500
2000

600
1200
1800
2400

700
1400
2100
2800

800
1600
2400
3200

900
1800
2700
3600

0

10

20

30

40

50

60

圧
力

差
（

P
a
）

処理風量（㎥／h）

差圧ダンパ 処理風量特性図

B-1011
B-2021
B-3031
B-4041

型式

化粧枠
L

※コーキング
※コーキング ※コーキング 

パンチンググリル パンチンググリル パンチンググリル パンチンググリル

本体 本体 本体 本体

壁厚50mm
未満 壁厚50〜90mm 壁厚90mm超 壁厚※コーキング ※コーキング ※コーキング ※コーキング 

短管

壁厚 L（180未満）

※コーキング
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差圧調整ダンパ

L  寸  法 350mm
風 の 方 向 性 あり
表 面 仕 上 げ 防錆塗装
※Ｈ寸法 ＞ 300mmは多翼式です。
　Ｗ寸法 ＞ 750mmは両側にバランスウエイトがつきます。

標準仕様 ［特記事項］
●ステンレス製・ガルバリウム鋼板製等も製作します。
●ウエイトに関しては SUS 製もご用意してます。
●相フランジは別途とします。
●水平（横菅）取付けの場合は、ウエイト上付、下付の製作不可。
●特に指示の無い場合は、水平（横管）取付け用として製作します。
●垂直付け（縦管）の場合は、風が上→下又は下→上とご指示ください。
●円型は接続部のみ円型となります。
●ご注文の際は、作動圧力をご指定ください。標準材質

ケ ー シ ン グ 電気亜鉛めっき鋼板（SEHC）1.6mm
羽 根 電気亜鉛めっき鋼板（SEHC）1.6mm
シ ャ フ ト 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 13mm
軸 受 ボールベアリング

○ 常時は閉鎖状態になっており、室内圧力が設定以上になると、羽根が開いて気体を室外に排出し、室内圧力が下がると再び閉鎖状
態に戻ります。

L=350

風方向

165 185 W

H

バランスウエイト

MAX 130

100
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避圧ダンパ／RD

L  寸  法 400mm
風 の 方 向 性 あり
表 面 仕 上 げ 防錆塗装
※Ｈ寸法 ＞ 300は多翼式です。
　Ｗ寸法 ＞ 750は両側にバランスウエイトがつきます。

標準仕様 ［特記事項］
●ステンレス製・ガルバリウム鋼板製等も製作します。
●ウエイトに関しては SUS 製もご用意しています。
●相フランジは別途とします。
●水平（横菅）取付けの場合は、ウエイト上付、下付の製作不可。
●特に指示の無い場合は、水平（横管）取付け用として製作します。
●垂直付け（縦管）の場合は、風が上→下又は下→上とご指示くだ

さい。
●円型は接続部のみ円型となります。
●ご注文の際は、作動圧力をご指定ください。標準材質

ケ ー シ ン グ 電気亜鉛めっき鋼板（SEHC）1.6mm
羽 根 電気亜鉛めっき鋼板（SEHC）2.3mm
シ ャ フ ト 亜鉛めっき棒鋼（SGD400-D）φ 13mm
軸 受 ボールベアリング

○消火ガス放出時の室内圧力上昇による防護区画破損防止の為に設置されます。
○ 常時は閉鎖状態になっており、消火ガス放出により室内圧力が設定以上になると、羽根が開いて気体を屋外に排出し、室内圧力が
下がると再び閉鎖状態に戻ります。

●避圧ダンパ（RD）　有効開口率表

L=400

風方向

250 150 W

H

羽根バランスウエイト

ウエイト

MAX 180
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ハイブリッドダンパ

○ 平常時は空調用モータダンパ（ON・OFF）として機能し、火災時には、防災信号又は温度ヒューズの作動により、優先的に防火
機能に切り替わり瞬時に作動する、複合・多機能ダンパです。

［特記事項］
●空調兼用加圧防・排煙方式などの切替ダンパ
　KD+MVD（ON・OFF 又は比例制御）
　切替ダンパ + モータダンパ
　SFD ＋ MD（ON・OFF）
　FD ＋ MD（ON・OFF）

165 185

風方向

W

L=350

アクチュエータ
(SF-Mシリーズ)

メンテナンススペース
210

H
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耐腐食性防火ダンパ／FD、SFD（手動復帰式） 型式　（角）N-821FCD
（円）N-826FCD

標準仕様

○ 電子工業あるいは化学薬品工業の製造プロセスにおいて発生する強腐食性ガスの排気系統に設置された防火ダンパが、万一の
火災の場合、腐食によって機能しない危険と、ヒューズの腐食によるダンパの閉鎖で製造ライントラブルを、おこすおそれが
ありますが、これらの過酷な腐食雰囲気の中でも、完全に機能する防火ダンパであり長期間の実装試験もクリアしました。
○外部に対して気密構造です。

L  寸  法 300mm
作 動 時 間 瞬時
定 格 電 圧 DC24V
定 格 電 流 0.3A
作 動 ト ル ク 300/450/600N・cm
通 電 定 格 連続（自己遮断）
接 点 容 量 DC30V、4A（抵抗負荷）
使用周囲温度範囲 -10～ 40℃（結露、凍結等無きこと）
温 度 ヒ ュ ー ズ 60℃（建設省告示第 2563号による）
風 の 方 向 性 なし

ダンパ対薬品性
・酸、アルカリ

薬品名 使用
アンモニア水 ○
塩酸（濃） ○
塩化アンモン ○
過塩素酸 ○

苛性ソーダ（50%） ○
クロム酸（50%） ○
次亜塩素酸ソーダ液 ○
硝酸（70%） ○
フッ酸（60%） ×
硫酸（95%） ○
リン酸 ○

・有機酸、溶剤他

薬品名 使用
アセトン ○

エチルアルコール ○
エチレンオキサイド ○
クロロホルム ×
クロロスルホン酸 ○
セルソルブ ○
水道水 ○
トルエン ○

トリクロエチレン ○
ベンゼン ○

メチルエチルケトン ○
上記耐薬品性は目安で、保証値ではありません。
ご使用に当たっては、使用者側でご確認ください。

回路図

フッ素樹脂コーティングダンパ

（注）本図は作動前の状態を示しています。

標準材質
ケ ー シ ン グ ステンレス鋼板（SUS316）2.0mm
羽 根 ステンレス鋼板（SUS316）1.5mm
シ ャ フ ト ステンレス棒鋼（SUS316）φ 12.7mm
気 密 軸 受 ステンレス鋼
O リ ン グ フッ素ゴム
温度ヒューズ装置 DF-03※
※詳細は【新規：温度ヒューズ】5ページをご参照ください。
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特殊用途ダンパ

●風量比例（リニア）ダンパ／QLD

●低騒音ダンパ

○ダンパ開度に比例して風量が変化します。
○発生音が比較的少ない。

○一般ダンパに比べ発生音が少ない。
○風量調整した場合、偏流が少ない。

●4方向リニアダンパ／4WLD

○1台でSA、RA、OA、EAの風量バランスを調整できます。
○開度と風量変化が比例に近い関係が得られます。
○ 優れた風量コントロールのリニア性により、精度の良い風
量コントロールが実現できます。

●デュアルダンパ／DMD

●低圧損防火ダンパ

○圧力損失が少ない防火ダンパ。

●3方向ペリメータダンパ／3WD
●4方向ペリメータダンパ／4WD

○ ペリメータ部の補助空調に夏季・冬季の気流切替用に使用
するダンパ。

○熱負荷の異なる場所へ 1台のダンパで風量を調整分配します。
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●スライドゲート

全開時 作動中 全閉時

●止水ダンパ

●厚板ダンパ

○耐圧、耐熱を考慮したオーダーメイドダンパ。

○給排気ダクトからの建物への侵入を防止します。
○給排気ダクトから流入する水を検知して作動します。
○電気不使用。

○ダクトに高い締切性を要求されるラインの遮断用として使用できます。
○防爆エリアと非防爆エリアを繋ぐラインの緊急遮断用等、幅広い用途で利用可能。
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防火ダンパ自主管理制度・定期点検

平成 12 年の改正建築基準法施行に伴い、BCJ マーク使用
許可の更新がなされないため、日本防排煙工業会は「防火
ダンパー自主管理制度」を設け、建築基準法施行令第 112
条 16 項における当時の建設大臣（現国土交通大臣）が定
めた構造方法の基準に適合する製品に「自主適合マーク」

（下欄に見本）を貼付することによって、識別の用に供す
ることと致しました。

排煙系統のダクトに設置する防火ダンパに表示をしています。

自主適合マーク
適合マークとは、日本防排煙工業会（略称 NBK）が平成 12 年の改

正建築基準法施行に伴い、平成 14 年 7 月から「防火ダンパー自主

管理制度」を設け「自主適合マーク」を貼付することで建築基準

法施行令第 112 条 21 項の構造に適合する製品の識別のためのマー

クです。

ダンパは周囲環境・使用条件に影響を受ける為、定期点検・
メンテナンスを行わないと各部の可動部が塵埃や腐蝕等に
より固着して作動しなくなることがあります。
防火ダンパは建築基準法に定められた「特定防火設備」で
あり、同法によって「常時適法な状態に維持するように努
めなければならない」（昭和 25 年法律第 201 号 第 8 条）
と維持保全の義務が定められています。 

消防庁が定めた消火設備の点検期間・方法（平成 16 年 5
月消防庁告示第 9 号、改正平成 18 年 7 月消防庁告示 32 号）
及び国土交通省の仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部

「建築保全　業務共通仕様書」）を基準として、日本防排煙
工業会は次のように定期点検要領を定めました。

機能点検（半年に一回以上）

〈外観点検〉
・�ダンパ本体、閉鎖装置に腐食・変形などの異常が無いこと。
・�ダンパ本体の取付・固定方法に異常がないこと。
・�温度ヒューズなどの機能の取付、固定ネジ等に異常がな

いこと。
・�正しい温度ヒューズが使用されていること、閉鎖装置が

正常にセットされていること。
・�温度ヒューズなどの感知部に塵埃の付着など機能の障害

になるような状態が無いこと。
・�配線の抜け、緩みが無く、端子台での印加電圧が正常で

あること（該当するもの）。
・�配線用ヒューズや表示ランプなどは正常であること。
〈機能点検〉
・�手動によりダンパの作動、及び復帰が正常に行えること。
・�連動制御器により作動、及び復帰が正常に行えること。
・�作動表示、順送り、その他の付属装置への移報の動作が

正常であること（該当するもの）。

総合点検（一年に一回以上 )

〈連動試験〉
・�遠隔操作器の操作により作動・復帰が正常に行えること。
・�外部感知器と組み合わせるものは、感知器との連動が正

常に作動すること（該当するもの）。
・�送風機などとの連動を行っている場合は適切に動作する

こと（該当するもの）。
〈絶縁試験〉
・�電源回路、操作器回路の絶縁抵抗を測定し、異常の無い

こと。

防火設備としての本来の目的を維持していくためには、定
期的な機能の点検、検査は欠かすことはできません。安全
にご使用いただくために、必ず定期的な点検を行ってくだ
さい。

定期報告制度

平成 20 年 4 月 1 日以降、定期報告制度の規制が強化され、
建築基準法第 12 条に基づく、定期報告義務の見直しが行
われ、報告書の提出が義務化されています。

防火ダンパーの主な性能基準と試験基準

気 密 性 能
漏煙量は圧力差 2kg/m2において面積 1m2
当り毎分 5m3 以下であること。
（告示第 2565号別記第 4）

ヒ ュ ー ズ の
作 動 性 能

温度ヒューズは空気温度 50℃で 5分以上
不作動であって、90℃で 1分以内に作動す
ること。
（告示第 2563号別記第 4）

防火ダンパ自主管理制度 定期点検

風量調整機構付防火ダンパは、2014 年に自主管理制度
適合型式除外製品となり、製造中止となりました。
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型式承認番号一覧表

型式承認番号 表 示 型 番 型 式 区 分 参　照 備　考

NBK-06-203 N-866FG-C
N-867FG-C 温度ヒューズ連動防火ダンパ（ガス圧式 ･遠隔復帰型）（円） P21

NBK-06-204 N-860FG-B 温度ヒューズ連動防火ダンパ（ガス圧式 ･遠隔復帰型）（角） P21

NBK-06-206 N-821FR-B 煙 ･熱感知器連動温度ヒューズ装置付　防火ダンパ　遠隔復帰（角） P18

NBK-06-207 N-826FR-C
N-827FR-C 煙 ･熱感知器連動温度ヒューズ装置付　防火ダンパ　遠隔復帰（円） P18

NBK-06-208 N-821F-B 煙 ･熱感知器連動温度ヒューズ装置付　防火ダンパ（角） P17

NBK-06-209 N-826F-C
N-827F-C 煙 ･熱感知器連動温度ヒューズ装置付　防火ダンパ（円） P17

NBK-17-243 N-860FGH 温度ヒューズ連動防火ダンパ（ガス圧式・手動復帰型）（角） P20

NBK-17-244 N-867FGH 温度ヒューズ連動防火ダンパ（ガス圧式・手動復帰型）（円） P20

NBK-17-245 N-860F-B 温度ヒューズ連動防火ダンパ（角） P16

NBK-17-246 N-867F-C 温度ヒューズ連動防火ダンパ（円） P16

NBK-17-247 N-D11F 温度ヒューズ連動防火ダンパ（円） P16

NBK-18-260 N-D11FL 温度ヒューズ連動防火ダンパ（円） P16 円内リブ式

NBK-21-294 N-867FL 温度ヒューズ連動防火ダンパ（円） P16 円内リブ式

NBK-21-295 N-827FRL 煙 ･熱感知器連動温度ヒューズ装置付　防火ダンパ　遠隔復帰（円） P18 円内リブ式

NBK-21-296 N-827FL 煙 ･熱感知器連動温度ヒューズ装置付　防火ダンパ（円） P17 円内リブ式

NBK-21-297 N-867FGL 温度ヒューズ連動防火ダンパ（ガス圧式・遠隔復帰型）（円） P21 円内リブ式

NBK-21-298 N-867FGHL 温度ヒューズ連動防火ダンパ（ガス圧式・手動復帰型）（円） P20 円内リブ式

NBK-22-300 N-860F-S 温度ヒューズ連動防火ダンパ（角） P16 外部連結式
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●特許・実用新案 出願リスト

No. 出 願 番 号 登 録 日 特許・登録番号 発 明 等 の 名 称

1 昭 55-122289 1986/  9/11 実 1651577 ダクト用ダンパの開閉装置

2 昭 58-069339 1992/  6/11 実 1910453 気密型排煙ダンパ

3 昭 60-008940 1993/10/  8 実 1986213 防火ダンパ

4 昭 60-097276 1992/  3/24 実 1893256 気密型ダンパ

5 昭 60-128744 1993/  4/23 実 1963712 排煙口の自動復帰装置

6 昭 61-078480 1992/12/24 実 1944325 ダンパ開閉装置

7 昭 61-078481 1992/12/24 実 1944326 ダンパ開閉装置

8 昭 62-036332 防火ダンパの閉鎖装置

9 昭 62-058534 1996/  8/  9 特 2078820 排煙防火ダンパ或いはシャッター等用羽根開閉装置

10 昭 62-048719 ダンパ駆動用モータの制御回路

11 昭 62-082795 1993/12/22 実 1999738 ダンパ装置

12 昭 63-000680 1995/  9/  4 実 2078272 防火用排煙装置

13 昭 63-000681 1995/  9/  4 実 2078273 排煙装置

14 昭 63-027655 1995/  8/18 実 2075872 ダンパ

15 昭 63-048851 1994/  7/  6 実 2025193 防煙防火ダンパ

16 昭 63-051855 1994/  6/21 実 2021382 空調用換気ダンパ

17 平 02-099891 防火ダンパとダクトの接続工法

18 平 02-060493 防火ダンパ

19 平 02-060494 1997/  6/  6 実 2549134 ダンパ

20 平 02-060495 1996/  6/20 実 2122386 ダンパの最大・最小開度調節機構

21 平 02-071027 1996/  5/30 実 2506532 ダンパのフランジ構造

22 平 03-003526 ダンパ

23 平 03-030363 給排気口の閉鎖機構

24 平 03-091291 1997/  5/  2 実 2545034 温度ヒューズ装置

25 平 03-091292 1997/  8/29 実 2557919 ダンパの開度調整装置

26 平 04-020181 1998/  6/  5 実 2579415 検査口付きダンパ

27 平 04-060439 1998/  1/16 実 2568762 差圧調整ダンパ

28 平 07-298760 ダンパ

29 平 08-179641 チャッキダンパ

30 平 09-290130 兼用避圧ダンパ

31 平 11-142466 架台付きダンパ

32 2002-317712 2007/  9/  7 特 4008795 ダンパ駆動装置

●意匠登録リスト

No. 出 願 番 号 登 録 日 登 録 番 号 発 明 等 の 名 称

1 平 09-076713 1999/12/24 意 1065784 パネル開閉機構付き給気口

2 平 09-076714 1999/12/24 意 1065784 パネル開閉機構付き給気口

3 平 09-077139 1999/  7/16 意 1052339 パネル開閉機構付き給気口

特許関連一覧表
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メンテナンスもお任せ下さい

●レリーズ（操作機（器））交換

●ダンパオーバーホール

●小規模、諸条件によりダンパ、排煙口交換も実施します。

既設レリーズ 取り外し 新規レリーズ取付

既設ダンパ 軸受部の汚れ、錆をブラッシングにて除去 潤滑油の塗布

オーバーホール完了
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